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 また，FAST ，FIT や家族関係単純図式投影法と同様に，箱庭用具の場合で

























































































































































































































 日本人協力者は首都圏の私立A大学 1〜3年生 167名(男性 64名女性 103名，
平均年齢は 22.3 歳)。中国人協力者は日本の公立大学に相当する中国 B 大学の 1
～3 年の学生 170 名(男性 84 名女性 86 名で，平均年齢は 21.5 歳)。この大学は
 15 
遼寧省の首都瀋陽市(人口は約 820 万人)にあり，学生数は 2 万 5000 人である。 
2-2 質問紙の構成 

















ら，研究目的に沿って 1. お互いの仲の良さや親密感を表す「結びつき」，2. お
互いの感情を傷付け合う，口論で不快な気持ちになる，といった相手との衝突
の大きさや頻度を表す「葛藤」，3. 家族内における規則の多さや強さを表す「ル


















り方を変化させる能力」と定義される適応性尺度 10 項目の計 20 項目から構成
されている。各項目は 1 点〜5 点の 5 段階で評定され，各下位尺度の最高合計得
点は 50 点である。信頼性については，日本では凝集性尺度の α 係数が.88，適














間群と極端群の 3 種類に分けている。本研究でも Olson と同様に，両国の凝集
性と適応性の得点の M±1SD によって，両国の家族をバランス群，中間群と極
端群に分けてみたところ，日本では 164 名の協力者のうち，その家族はバラン
ス群に分類されたのが 54 名，中間群に分類されたのが 79 名，極端群に分類さ
れたのが 31 名，中国では 170 名の協力者のうち，バランス群に分類されたのが















表 1  各家族成員の勢力の平均，SD，t 値(df) 
  国 N 平均値 SD t 値(df) 
父親勢力 日本 164 7.03 2.36 -6.70*** 
 中国 170 8.51 1.61 (332) 
母親勢力 日本 164 7.39 1.77 -1.42 
 中国 170 7.66 1.69 (332) 
子ども勢力 日本 164 5.00 2.09 1.90 
 中国 170 4.47 2.92 (332) 















表 2  「勢力」の分散分析の結果 
    父親 母親 本人 F 検定 
日本 平均値 7.03 7.39 5.00 F=59.6 
 
SD .184 .138 .163 p<.001 
中国 平均値 8.51 7.66 4.47 F=256.59 






表 3 「父親勢力」，「母親勢力」，「子ども勢力」，「結びつき」，「葛藤」，「ルール」，凝集性，適応性の相関係数 
  
父親勢力 母親勢力 子ども勢力 結びつき 葛藤 ルール 凝集性 適応性 
父親勢力 日本 - -.03 -.13 .40** .02 .06 .05 -.13 
 
中国 - .41** .38** -.08 .16* .42** .04 .30** 
母親勢力 日本 -.03 - .02 .12 .12 .02 .09 .09 
 
中国 .41** - .42** -.12 .07 .08 .02 .03 
子ども勢力 日本 -.13 .02 - .15 -.02 -.09 .01 .31** 
 
中国 .38** .42** - -.35** .48** .85** .31** .54** 
結びつき 日本 .40** .12 .15 - -.27** .14 .56** .28** 
 
中国 -.08 -.12 -.35** - -.37** -.34** .03 .01 
葛藤 日本 .02 .12 -.02 -.27** - .07 -.31** -.24** 
 
中国 .16* .07 .48** -.37** - .51** .06 .03 
ルール 日本 .06 .02 -.09 .14 .07 - .06 -.15 
 
中国 .42** .08 .85** -.34** .51** - .36** .61** 
凝集性 日本 .05 .09 .01 .59** -.31** .06 - .56** 
 
中国 .04 .02 .31** .03 .06 .36** - .32** 
適応性 日本 -.13 .09 .31** .28** -.24** -.15 .56** - 
 
中国 .30** .03 .54** .01 .03 .61** .32** - 
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図 3 日本の家族の適応性に対する影響 
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つき」となっていた(「ルール」:β＝.39, p<.001; 「結びつき」: β＝.22, p<.05)。
そして，「ルール」の最も強い要因が「子ども勢力」であり，その次が「父親勢
力」であった(「子ども勢力」:β＝.81, p<.001; 「父親勢力」: β＝.24, p<.001)。
なお，「子ども勢力」は「葛藤」の予測要因であり，「母親勢力」は「葛藤」の
抑制要因であった(「子ども勢力」:β＝.24, p<.001; 「父親勢力」: β＝－.16, p<.01)。 
②適応性： 
 日本では適応性の最も強い予測要因は「結びつき」であり，「子ども勢力」が









ール」:β＝.49, p<.001; 「結びつき」: β＝.28, p<.01)。そして，「子ども勢力」
が「ルール」の最も強い予測要因であり，「父親勢力」がその次であった(「子ど
も勢力」:β＝.81, p<.001;「父親勢力」: β＝.24, p<.001)。なお，「葛藤」に対し
ては「子ども勢力」が予測要因であり，「母親勢力」が抑制要因であった(「子ど




















































































































































































































 日本人協力者は首都圏にある R大学 1〜3年生，中国人協力者は遼寧省の首都
瀋陽市(人口は約 820 万人)にある S 大学(学生数は約 2 万 5000 人)の 1～3 年生
であった。各国で回収された質問紙のうち，虚偽回答を含むと判断された質問
紙と完成されていない質問紙を除き，最終的な有効回答は日本が 139 部 (男性
54名女性 85名。平均年齢は 21.7 歳)，中国が 140部(男性 78名女性 62名。平

























































1.親密性 0.75 0.79 
2.葛藤性 0.67 0.63 
3.知的・文化的志向性 0.64 0.64 
4.活動・社交志向性 0.57 0.59 

























表 3 各国の因子分析結果 
日本 中国 
項目 F1 F2 項目 F1 F2 
      
8.幸福感がある 0.93 -0.10 19.寛大である 0.83 -0.19 
6.充実している 0.88 0.03 10.頼もしい 0.82 -0.23 
15.親しい 0.82 -0.06 15.親しい 0.78 -0.06 
7.安定している 0.82 -0.16 8.幸福感がある 0.76 -0.14 
24.満足している 0.80 0.07 16.健康である 0.73 0.03 
18.意味を感じる 0.68 0.00 7.安定している 0.69 -0.08 
16.健康である 0.67 0.06 20.まとまりがある 0.65 -0.01 
20.まとまりがある 0.53 0.16 18.意味を感じる 0.63 0.05 
5.大らかである 0.51 0.19 24.満足している 0.55 0.20 
19.寛大である 0.50 0.09 5.大らかである 0.49 0.24 
14.魅力がある 0.50 0.30 17.一貫性がある 0.48 0.03 
10.頼もしい 0.44 0.24 14.魅力がある 0.46 0.36 
17.一貫性がある 0.35 0.07 6.充実している 0.39 0.34 
1.活動的 0.07 0.67 3.開放的 -0.07 0.72 
23.変化に富んでいる -0.06 0.65 1.活動的 -0.20 0.69 
26.能動的 0.05 0.60 11.積極的 0.17 0.64 
3.開放的 0.14 0.38 23.変化に富んでいる -0.04 0.59 
11.積極的 0.17 0.36 26.能動的 0.33 0.35 
      
 
 




プロマックス回転)を行った(表 4)。回転前の 2因子の累積寄与率は 53.434であ
32 
 
った。因子ごとの信頼性係数 α を求めたところ，第 1 因子は α=0.920(日本は









表 4 両国の因子分析結果 
項目 F1 F2 
   
15.親しい 0.85 -0.10 
8.幸福感がある 0.83 0.02 
16.健康である 0.78 -0.03 
7.安定している 0.78 -0.13 
24.満足している 0.73 0.02 
18.意味を感じる 0.69 0.01 
19.寛大である 0.66 0.03 
6.充実している 0.63 0.14 
10.頼もしい 0.56 0.17 
20.まとまりがある 0.52 0.02 
5.大らかである 0.51 0.27 
14.魅力がある 0.49 0.23 
17.一貫性がある 0.39 0.05 
1.活動的 -0.04 0.90 
11.積極的 -0.14 0.67 
23.変化に富んでいる 0.18 0.61 
3.開放的 -0.03 0.53 
26.能動的 0.32 0.47 








1 - .66 




 まず，各国における家族環境尺度の結果に関しては，「当てはまる」を 2 点，
「当てはまらない」を 1 点として得点化した。用いられた各下位尺度の 9 項目
の得点を合計し，得られた結果をそれぞれ下位尺度の得点とした。次に国と性
別による各尺度の得点に違いがあるかを検討するために，両尺度の得点につい
て，国と性別を要因とする 2元配置の分散分析を行った(表 5)。 
 
①家族印象尺度 
 国別の主効果は，2因子はともに有意であり(「居心地良さ」：F(1, 274)=23.23, 



























表 5 2要因による各下位尺度の平均と SD 
   
日本(N＝138) 中国(N＝140) 
F値 
   
(1, 274) 
  
性別 平均値 SD 平均値 SD 国差 性差 交互作用 
居心地良さ 男性 3.45 0.84 3.95 0.65 23.23*** n.s. n.s. 
  
女性 3.52 0.76 3.88 0.72 
   
  
全体 3.49 0.79 3.92 0.68 
   
力動的 男性 2.89 0.73 3.87 0.60 93.36*** n.s. n.s. 
  
女性 3.11 0.76 3.76 0.67 
   
  
全体 3.02 0.76 3.82 0.63 
   
親密性 男性 14.42 2.27 14.76 1.21 7.82** n.s. n.s. 
  
女性 14.29 2.10 15.16 1.37 
   
  
全体 14.34 2.16 14.94 1.29 
   
葛藤性 男性 12.85 1.54 12.27 1.84 n.s. n.s. n.s. 
  
女性 12.51 1.63 12.39 1.81 
   
  
全体 12.64 1.60 12.32 1.82 
   
知的・文化的志向性 男性 12.76 1.79 13.03 1.74 n.s. n.s. n.s. 
  
女性 12.96 1.92 12.92 1.45 
   
  
全体 12.88 1.87 12.98 1.62 
   
活動的・社交的志向性 男性 13.35 1.53 14.00 1.48 15.80*** n.s. n.s. 
  
女性 13.33 1.42 14.16 1.77 
   
  
全体 13.33 1.46 14.07 1.61 
   
組織性 男性 11.82 1.33 12.37 1.51 n.s. n.s. n.s. 
  
女性 12.28 1.22 12.29 1.45 
   
  
全体 12.09 1.28 12.34 1.48 
   









表 6 両国における各下位尺度間の相関係数 
  
居心地 力動的 親密性 葛藤性 知的文化的志向性 活動社交的志向性 組織性 
居心地良さ 日本 - .556** .245** -.306** .06 .141 .214* 
 
中国 - .620** .691** -.189* .328** .451** .359** 
力動的 日本 .556** - -.027 -.06 .231** .444** .128 
 
中国 .620** - .459** -.053 .301** .498** .267** 
親密性 日本 .245** -.027 - -.287** -.049 .082 .233** 
 
中国 .691** .459** - -.207* .214* .306** .278** 
葛藤性 日本 -.306** -.06 -.287** - .058 -.209* .045 
 
中国 -.189* -.053 -.207* - .154 -.049 -.126 
知的文化的志向性 日本 .06 .231** -.049 .058 - .244** .159 
 
中国 .328** .301** .214* .154 - .386** .05 
活動社交的志向性 日本 .141 .444** 0.082 -.209* .244** - .105 
 
中国 .451** .498** .306** -.049 .386** - .15 
組織性 日本 .214* .128 .233** .045 .159 .105 - 
 
中国 .359** .267** .278** -.126 .05 .15 - 














はともに十分な値が得られた (日本 :χ2(5)=3.32, ns, CFI=1.000,GFI=.979, 






















































































































































































げられよう。この FAST は Gehring(1985)によって開発されたもので，チェス
のようなボートに木製の人形を配置させることによって，家族関係を捉えよう
とするものである。その特徴は家族の親密さだけでなく，家族成員の階層性も












































年生 30 名。性別は男性 12 名，女性 18 名で，平均年齢は 19.6 歳。日本人協力
者は私立大学の学部 3 年生と大学院の 1〜2 年生 30 名。性別は男性 5 名，女性




















図 1 画用紙 
 


























































































図 4 「外界」に当たる領域に向けて置かれた日本の作品の例 
 
2-3 家族認識の比較  
 両国の間に家族認識の差があるかについて，両親のイメージ，家族間の結び





われた駒は中国 8 種類，日本 12 種類であった。駒の使われた回数と全体に占
める割合を多い順にみると，中国では 30 人の作品のうち，最も多く使われた
駒は立ち牛が使われたのが 12 回(40%)，大馬(８回, 27%)，ライオン(5 回, 17%)
であったのに対して，日本では大馬（6 回, 20%），白熊と立ち牛(それぞれ 5
回, 17％)，座り牛(3 回, 10%)であった。また，男女別でみると，中国では男性
協力者の 12 人の作品のうち，立ち牛と大馬(それぞれ 5 回, 42％)，ライオン，
羊，シマウマ(それぞれ１回, 8％)，女性協力者の 18 人の作品のうち，立ち牛(7
回，39%)，ライオン(4 回, 22%)，大馬(3 回, 17%)で最も多く使われた駒であっ
たのに対して，日本では 5 名男性協力者の場合は大馬，座り牛，カメ，キリン
とシマウマ(それぞれ１回, 20%)，25 名女性協力者の場合は大馬，白熊，立ち
牛(それぞれ 5 回，20％)，座り牛，ライオンと仔熊(それぞれ 2 回, 8%)，チン
パンジー，ゾウアザラシ，鹿(それぞれ 1 回, 4％)であった。結果は表 1 に示す。 
  
表 1 「父親駒」 
 駒 計 男 女  駒 計 男 女 
中国 立ち牛 12 5 7 日本 大馬 6 1 5 
 大馬 8 5 3  白熊 5 0 5 
 ライオン 5 1 4  立ち牛 5 0 5 
 羊 1 1 0  座り牛 3 1 2 
 シマウマ 1 1 0  ライオン 2 0 2 
 犬 1 0 1  仔熊 2 0 2 
 鹿 1 0 1  チンパンジー 1 0 1 
 
チンパンジー 1 0 1  ゾウアザラシ 1 0 1 
      カメ 1 1 0 
      鹿 1 0 1 
      キリン 1 1 0 
      シマウマ 1 1 0 
 
「母親駒」に関しては，使われた駒は中国 11 種類，日本 17 種類であった。中
国では 30 人の作品のうち，座り牛(８回, 27%)，大馬(８回, 17%)，キリン，鹿
とシマウマ(それぞれ 3 回, 10%)が最も多く使われた駒であったのに対して，日
本では最も多く使われた駒は白熊（5 回, 17%），座り牛(4 回, 13％)，犬と立
ち牛(それぞれ 3 回, 10%)であった。また，中国では男性協力者の 12 枚作品の
うち，座り牛(4 回, 33％)，大馬(3 回, 33％)，鹿とシマウマ（それぞれ 2 回, 
17％），女性協力者の 18 人の作品のうち，座り牛(4 回, 22%)，大馬，キリン，
49 
ロバと座り牛(それぞれ 2 回, 11%)が使われた回数が多かったのに対して，日本
では 5 名男性協力者の場合は立ち牛，座り牛，豚，ライオンと犬(それぞれ１回, 
20%)で，25 名女性協力者の場合は白熊 (5 回, 20％)，座り牛 (2 回, 8%)が最も
多く使われた。結果は表 2 に示す。 
 
表 2 「母親駒」 
 
駒 計 男 女 
 
駒 計 男 女 
中国 座り牛 8 4 4 日本 立ち牛 3 1 2 
 
大馬 5 3 2 
 
犬 3 1 2 
 
キリン 3 1 2 
 
鹿 2 0 2 
 
鹿 3 2 1 
 
ロバ 2 0 2 
 
シマウマ 3 2 1 
 
豚 1 1 0 
 
ロバ 2 0 2 
 
ライオン 1 1 0 
 
立ち牛 2 0 2 
 
シマウマ 1 0 1 
 
ライオン 1 1 0 
 
キリン 1 0 1 
 
サル 1 0 1 
 
仔熊 1 0 1 
 
キリン 1 0 1 
 
チンバンジー 1 0 1 
 
羊 1 0 1 
 
仔馬 1 0 1 
 
白熊 5 0 5 
 
羊 1 0 1 
      
猫 1 0 1 
      
カメ 1 0 1 
      
















表 3 「結びつき」の分散分析の結果 
  
中国(N=30) 日本(N=30) F 値(1, 55) 
 
性別 平均値 SD 平均値 SD 国差 男女差 交互作用 
両親間 男性 5.92 0.86 5.60 2.07 n. s. n. s. n. s. 
 
女性 6.38 0.89 5.24 1.86 n. s. n. s. n. s. 
 
全体 6.17 0.89 5.30 1.86 n. s. n. s. n. s. 
父子間 男性 5.62 0.96 4.80 1.79 n. s. n. s. n. s. 
 
女性 6.00 1.16 3.88 1.42 n. s. n. s. n. s. 
 
全体 5.83 1.07 4.03 1.50 13.50*** n. s. n. s. 
母子間 男性 6.31 0.75 4.20 1.10 n. s. n. s. n. s. 
 
女性 6.44 0.81 5.08 1.47 n. s. n. s. n. s. 
 



























表 4 父子，母子，両親の感情の度数，残差 
感情     両親   父子   母子 
    中国 日本 中国 日本 中国 日本 
肯定 度数 29 12 24 11 27 10 
  残差 4.9 -4.9 3.6 -3.6 17.9 19.1 
中性 度数 0 11 5 6 1 9 
  残差 5.3 5.7 5.3 5.7 4.8 5.2 
両価 度数 1 4 1 7 2 5 
  残差 2.4 2.6 3.9 4.1 3.4 3.6 
否定 度数 0 5 0 8 0 8 





(χ2 (2)＝2.21, n.s)，「父子間感情」(χ2 (2)＝1.42, n.s.)，「母子間感情」(χ2 (1)
＝1.35, n.s.)；日本：「両親間感情」(χ2 (3)＝0.79, n.s.)，「父子間感情」(χ2 




















































































































































られる。2013 年の国民生活基礎調査によると，日本の平均世帯人数は 2.57 人で
あったが，中国では 1979 年から実施された一人っ子政策によって，少子化が進
行しており， 1980 年の平均世帯人数は 4.4 人だったものが，2010 年(中国・第

























































































































 日本人作成者は 8 名(男性 3 名，女性 5 名，平均年齢は 22.88 歳，19 歳～25
歳幅)，中国人作成者は 4 名(男性 3 名，女性 1 名，平均年齢は 23.75 歳，22 歳







エが中学校 2 年生のとき、父親が他界し、母親は再婚していない。 
 
表 1 作成者のプロフィール 
国 作成者 性別 年齢 職業(当時) 家族構成 家族との同居の有無 
日本 A 女 21 大学生 4 年生 父親，母親，弟 無 
 B 女 23 大学院 1 年生 父親，母親，姉２人 無 
 C 女 24 大学院 1 年生 父親，母親，妹 有 
 D 男 19 大学 1 年生 父親，母親 有 
 E 男 22 大学院 1 年生 父親，母親，弟 有 
 F 男 20 大学生 3 年生 父親，母親，姉，妹 有 
 G 女 25 大学院 1 年生 父親，母親，姉，弟 無 
 H 女 21 大学 4 年生 父親，母親，妹２人  
中国 ア 男 27 会社員 2 年目 父親，母親 有 
 イ 女 22 大学院 1 年生 父親，母親，姉，兄 有 
 ウ 男 27 会社員 2 年目 父親，母親 有 

























②作品の制作：第 1 回から第 10 回まで，「ご家族のことを心の中でイメージし，
それを箱庭で自由に表現してください」と教示し制作を始めてもらった。各回
の間隔は原則として 1～2 週間(10 回でおよそ 3～4 ヶ月間)であり，1 セッショ
ンの所要時間は約 45 分～1 時間となっている。 

































以降は前述した 3 つの観点を中心に，日本人作成者 8 名中国人作成者 4 名計



















タイトル：「お昼の 12 時ごろ」 
① 家族の日常：アパート暮らしの自分と実家と
いう風景 
② 人形  
③ 離れていてもお互いのことを考えている  
作品 2 
タイトル：「潮干狩り」 
① 家族で潮干狩り：小学 6 年．皆で楽しく遊び，
親は子どもを見守っている 
② 人形  













































































③ 特に感想なし  
66 
 
日本人作成者 A の流れの分析 
 





































































































































































③ 家族全体のバランスを保つことの大切さ  
71 
 
日本人作成者 B の流れの分析 
 





















第 1 回と第 2 回は大人になることなど漠然としたこと
であった。第 3 回から第 5 回までは姉との関係に関す
るものが多かった。第 6 回は自分の甘えたい気持ちに
関するものであり，第 7 回から第 10 回までは将来家族
と離れ外部の世界で自分の力でやっていけるかどうか
というものが多く見られた。 















































































































































日本人作成者 C の流れの分析 
 











2.家族関係 第 1 回は自分を中心とした家族関係であった。第 2 回
から第 7 回までは基本的に家族がそれぞれのことを考
えられる関係であり，具体的な動きも認められるよう






4.家族の課題 第 1 回と第 2 回は家族が自分勝手でバラバラというこ
































 また，全体的に見ると作成者 C の作品は幾つかの段階に分けることができる
が，家族に対する認識に変化が起きるとともに，自分自身についての認識も変
化することがもう１つの特徴と考えられる。 



















































































































































日本人作成者 D の流れの分析 
 












2.家族関係 第 1 回から第 5 回までは基本的に温かくて協力的な家
族関係が見られた。第 6 回は自分の家族からの自立が，
第 7 回はネガティブな家族関係が，第８回から第 10 回
まではいざこざがあっても，温かい家族関係が見られ
た。 
3.家族雰囲気 終始温かいものであったが，第 6 回では両親と作成者
が感じる雰囲気が違っており，また第 7 回では「一見
するとたぶん温かい」というように変化している。 
4.家族の課題 第 1 回から第 4 回までは両親の老後についての課題が
































った。したがって，第 1 段階は作成者 E が自分の家族関係のポジティブな側面
に目を向け，家族に支えられることにより自分の自立が達成できると考えてい
た段階と考えられる。 


















































































































































日本人作成者 E の流れの分析 
 








































































































































































日本人作成者 F の流れの分析 
 








2.家族関係 第 1 回，第 5 回，第 6 回といった家族の様子をそのま
ま表現しようとする作品の場合は「淡々としている」，




























う流れが見られた。このような変化の傾向を踏まえると，作成者 F の 10 回の箱
庭作品が幾つかの部分に分けられると考えられる。 






 また，作成者 F は自分のイメージとして，遠くから人間を観察する宇宙人を
しばしば用いた。この宇宙人は最初は砂箱のなかには置かれなかったが，少し
ずつ砂箱のなかへと移行していた。ただ，砂の上に置かれたことはなかった。 





































































































































































2.家族関係 第１回から第 4 回まではそれぞれの家族成員の性格の
特徴あるいは行動の特徴について説明するものであっ
た。第 5 回から第 8 回までは家族でいながらもそれぞ
れの人がそれぞれのことをするというようになってい










第 1 回は現実世界で作成者 G が直面している具体的な





























































 第５段階は第 10回だと考えられる。第 10回は内容的に第１回と同じように，
１つのストーリーになっているというよりも，作成者 G 自身を含めた家族全員
の特徴について説明をしていたと考えられるが，説明の重きがほかの家族成員
に置いた第１回と違って，第 10 回では作成者 G が自分自身について，深く語
ってい。 












第 10回の「柵」は作成者 Gの行動を制限するもののように見えるが，作成者 G
が「怖い」とする外界から守る役割を果たしている。このような「柵」ができ
ているからこそ，作成者 Gは自分の不安について語れるようになったのである。












































































































































































































































































































































































































に，箱庭の表現としては，第 1 部は豊かであったのに対して，第 2 部は不毛と
言えるほど貧弱であった。    

















































































































































































































































































































































































第 1 回と第 2 回の作品は実際にあった出来事を表現し











4.家族の課題 第 1 回と第 2 回は「両親の健康」や「旅行中自分の体
調不良」など具体的なことが課題として挙げられてい
る。第 3 回から第 6 回までの間には「なかなか一致し
た意見を出せない」，「両親間の小さな対立が絶えない」
といった家族の不和，また家族からの自立に関するこ













(例：第 1回，第 6回，第 7回)または包括的な認識(例：


























た。第 6 回では大きな木の下で一緒に生きていく 3 種類の動物という例えを使
って，それまで良いとした家族関係のなかに不調和なところもあるということ
を表現しようとした。  




 第 4部は第 9回と第 10回である。この部分では作成者は再び例えを用いたが，
第 2 部の場合と比べ第４部のほうが「自分は両親と違う」といった家族から自
立したいという気持ちがより鮮明になっていると考えられる。 































































































































































































































































いう 2 つのメインカテゴリーを設定した。そしてこの 2 つのカテゴリーを基準
に80セッションすべてについて類似したテーマごとにまとめて分類したところ，
計 6つのサブカテゴリーが抽出された(表 5)。 
 
表 5 4つのメインカテゴリーと 6つのサブカテゴリー 
 Ⅰ.家族の具体的な出来事の回想，家族状況の再現 









 この 2 つのメインカテゴリーと 6 つのサブカテゴリーに基づき，全セッショ
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表 6 テーマの推移 
  セッション メイン 
 作成者 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 Ⅰ Ⅱ 
サブ 
 
A 1 2 2 2 2 1 2 1 2 1 10 0 
B 1 3 3 2 2 2 4 2 3 4 8 2 
C 1 1 1 2 6 6 2 2 2 2 8 2 
D 1 1 6 1 2 1 5 4 1 1 7 3 
E 5 1 2 3 3 3 4 3 5 4 6 4 
F 1 2 3 6 6 5 2 6 6 4 4 6 
G 4 6 6 6 6 2 2 6 6 1 3 7 
H 2 1 6 6 6 6 6 6 6 6 2 8 











かる(χ2=3.2, df=1, p<.1)。サブカテゴリーのなかでは「1.家族の風景 : 過去の家
族の回想や日常の再現など」の後半での減少が特徴的である。事例数が少ない
ので，一般化はできないが，10 回のうち，メインカテゴリーⅠが７割以上を占
める《作成者 A, B, C, D》は，総じて現実の家族関係や出来事を基盤に，そこか
らイメージを展開させて家族や自分の将来，夢を箱庭で表現しようとする傾向









表 7 カテゴリーの(前後 3回)出現頻度 
カテゴリー 前 3回 後 3回 
Ⅰ 
1 10 5 
2 5 5 
3 3 2 
 計 18 12 
Ⅱ 
4 1 4 
5 1 1 
6 4 7 


































































































































































































































































































































































































































































































































































































して捉える SD 法のほかに 視覚的・空間的イメージとして捉える投映法，つま
りシンボル配置法が挙げられる。シンボル配置法とは，表現空間にシンボルを
用いることで家族関係を投影させ，協力者の家族関係に対する認知を捉えよう





























用された駒が配置されている方向性，という 2 つの側面で相違が見られた。 
 「外界駒」というのは円の中ではなく，円の外の部分，つまり，「外界」に当
たる部分に置かれた駒を指す。「外界駒」を表現した協力者は中国では 10 人で








































 日本人作成者 8名，中国人作成者 4名に対して家族イメージ配置法を実施し，
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ご年齢：   歳 




立教大学大学院 現代心理学研究科 臨床心理学専攻博士課程  
















1＝まったくない ２＝たまにある 3＝ときどきある 4＝よくある 5＝いつもある 
 
 
                             い よ と た ま 
                             つ く き ま っ 
                             も あ ど に た 
                             あ る き あ く 
                             る   あ る な 
                                 る   い 
1. 私の家族は困った時、家族の誰かに助けを求める。     ５―４―３―２―１ 
2. 私の家族では、問題の解決には子供の意見も聴いている。  ５―４―３―２―１ 
3. 家族は、それぞれの友人を気に入っている。        ５―４―３―２―１ 
4. 私の家族は、子供の言い分も聞いてしつけをしている。   ５―４―３―２―１ 
5. 私の家族は、みんなで何かをするのが好きである。     ５―４―３―２―１ 
6. 家族を引っ張っていくもの(リーダー)は、状況に応じて変わる５―４―３―２―１ 
7. 家族のほうが、他人によりもお互いに親しみを感じている。 ５―４―３―２―１ 
8. 私の家族では、問題の性質に応じて、その取り組み方を 
変えている。                      ５―４―３―２―１ 
9. 私の家族では、自由な時間は、家族と一緒に過ごしている。 ５―４―３―２―１ 
10. 私の家族は、叱り方について親と子供で話し合う。     ５―４―３―２―１ 
11. 私の家族は、お互いに密着している。           ５―４―３―２―１ 
12. 私の家族では、子供が自主的に物事を決めている。   ５―４―３―２―１ 
13. 家族で何かをするときは、みんなでやる。         ５―４―３―２―１ 
14. 家族の決まりは、必要に応じて変わる。          ５―４―３―２―１ 
15. 私の家族は、みんなで一緒にしたいことがすぐに思いつく。 ５―４―３―２―１ 
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い よ と た ま 
                             つ く き ま っ 
                             も あ ど に た 
                             あ る き あ く 
                             る   あ る な 
                                 る   い 
16. 私の家族では、家事・用事は、必要に応じて交代する。   ５―４―３―２―１ 
17. 私の家族では、何かを決める時、家族の誰かに相談する。  ５―４―３―２―１ 
18. 私の家族では、皆を引っ張っていくもの(リーダー)が 
決まっている。                     ５―４―３―２―１ 
19. 家族がまとまっていることはとても大切である。      ５―４―３―２―１ 









常に強い｣を 10 とすると、二者におけるそれぞれの｢結びつき｣が 1～10 のどれに当て
はまるか( )の中に記入してください。 
 













 あなたから見て｢お互いの葛藤が非常に弱い、あるいは非常に少ない｣を 1 として｢お
互いの葛藤が非常に強い、あるいは非常に多い｣を 10 とすると、二者におけるそれぞ
れの｢葛藤｣が 1～10 のどれに当てはまるか( )の中に記入してください。 
 











常に強い｣を 10 とすると、それぞれの｢勢力｣が 1～10 のどれに当てはまるか( )の中
に記入してください。 
 





い｣を 1 として、｢家族内におけるルールが非常に強い、あるいは非常に多い｣を 10 と
すると、1～10 のどれに当てはまるかを(  )の中に記入してください。 
 







您的年龄：     岁 
 
您的性别：     
 





的答案，并在所选的答案上打圈。5 种答案分别是：1=非常不符合 2=比较不符合 3=不确定符
不符合 4=比较符合 5=非常符合 
 
                                                                             不 
                                                                             确  
                                                                             定    比     非 
                                                               非     比     符     较     常 
                                                               常     较     不     不     不 
                                                               符     符     符     符     符 
                                                               合     合     合     合     合 
1. 我们家的成员在遇到困难的时候会向其他成员寻求帮助。５――４――３――２――１ 
2. 在我们家解决问题时也会听取孩子的意见。           ５――４――３――２――１ 
3. 家里人都熟悉每个家庭成员的朋友            ５――４――３――２――１ 
4. 在我们家，教育孩子时也会听取孩子的主张。     ５――４――３――２――１ 
5. 在我们家，干什么事时喜欢大家一起干。         ５――４――３――２――１ 
6. 领导我们家的领导者是根据状况的不同而变化。        ５――４――３――２――１ 
7. 与他人相比，家庭成员之间感到更为亲密。           ５――４――３――２――１ 
8. 在我们家，解决问题的方法根据问题的性质而变化。    ５――４――３――２――１ 
9. 在我们家，家庭成员喜欢在一起度过业余时间。        ５――４――３――２――１ 
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10. 在我们家，家长与孩子讨论批评的方法。         ５――４――３――２――１ 
11. 家庭成员之间的关系是非常亲密的。           ５――４――３――２――１ 
12. 在我们家，孩子的事情由孩子自己做主。     ５――４――３――２――１ 
13. 在家里，有事大家一起做。                 ５――４――３――２――１ 
14. 家里的规矩随需要而变化。                ５――４――３――２――１ 
15. 在我们家，很快就能找到大家想在一起做的事。       ５――４――３――２――１ 
16. 在我们家，根据需要大家轮流做家务活。           ５――４――３――２――１ 
17. 在我们家，家庭成员作决策时喜欢与家人一起商量。  ５――４――３――２――１ 
18. 在我们家，领导全家的领导者是固定不变的。       ５――４――３――２――１ 
19. 家里人团结在一起是一件很重要的事。            ５――４――３――２――１ 























  如果以“纠葛非常弱，或极少发生”为 1，“纠葛非常强，或经常发生”为 10 的话，请用 1～
10 这 10 个等级来评价父——母，父——我，母——我的这样两者关系中的“纠葛”， 在下面
括号里填上您觉得最为符合的数值。 
 





             我 
 
3 下面的(  ) “父、母、我”的“势力”（ “势力”指的是影响力、发言权、决定权）。 
  如果以“势力非常弱”为 1，“势力非常强”为 10 的话，请用 1～10 这 10 个等级来评价“父、
母、我”的“实力”， 在下面括号里填上您觉得最为符合的数值。 




  如果以“规矩非常弱，或非常少”为 1，“规矩非常强，或非常多”为 10 的话，请用 1～10 这






























ご年齢：   歳 




立教大学大学院 現代心理学研究科 臨床心理学専攻博士課程  























ど     あ 
ち     ま    全 
と    か    ら     り    く 
て    な    と     そ    そ 
も    り    も     う    う 
そ    そ    い     思    思 
う    う    え     わ    わ 
思    思    な     な    な 
う    う    い     い    い 
私の家族は 
1. 活動的                  ５―――４―――３―――２―――１ 
2. 落ち着いている              ５―――４―――３―――２―――１ 
3. 開放的                  ５―――４―――３―――２―――１ 
4. 楽観的                  ５―――４―――３―――２―――１ 
5. 大らかである               ５―――４―――３―――２―――１ 
6. 充実している               ５―――４―――３―――２―――１ 
7. 安定している               ５―――４―――３―――２―――１ 
8. 幸福感がある               ５―――４―――３―――２―――１ 
9. 独立的                  ５―――４―――３―――２―――１ 
10. 頼もしい                 ５―――４―――３―――２―――１ 
11. 積極的                  ５―――４―――３―――２―――１ 
12. おもしろい                ５―――４―――３―――２―――１ 




ど     あ 
ち     ま    全 
と    か    ら     り    く 
て    な    と     そ    そ 
も    り    も     う    う 
そ    そ    い     思    思 
う    う    え     わ    わ 
思    思    な     な    な 
う    う    い     い    い 
14. 魅力がある                ５―――４―――３―――２―――１ 
15. 親しい                  ５―――４―――３―――２―――１ 
16. 健康である                ５―――４―――３―――２―――１ 
17. 一貫性がある               ５―――４―――３―――２―――１ 
18. 意味を感じる               ５―――４―――３―――２―――１ 
19. 寛大である                ５―――４―――３―――２―――１ 
20. まとまりがある              ５―――４―――３―――２―――１ 
21. 意欲的                  ５―――４―――３―――２―――１ 
22. 柔軟性がある               ５―――４―――３―――２―――１ 
23. 変化に富んでいる             ５―――４―――３―――２―――１ 
24. 満足している               ５―――４―――３―――２―――１ 
25. 自由である                ５―――４―――３―――２―――１ 















        
当 
        
て 
 
当      は 
 
て      ま 
 
は      ら 
 
ま      な 
 
る      い 
1. 家族全員、いつも互いに支え合い支持を与えている               ２―――――１ 
2. 家族のメンバーはいつも自分の感情を抑えて、本音は言わない          ２―――――１ 
3. 家族はいつも喧嘩ばっかりしている                      ２―――――１ 
4. 家に居る時、単独行動はめったにしない                    ２―――――１ 
5. 家族全員はいつもどんなことがあっても皆力を尽くして頑張る          ２―――――１ 
6. 我が家はよく政治と社会問題について議論する                 ２―――――１ 
7. 家族全員は殆どの週末と夜は社交的な外出をしないで、家で過ごす        ２―――――１ 
8. どんなことがあっても、子供はまず親の要求を満足させなければならないと思う  ２―――――１ 
9. 家の大事な行事はいつも入念に計画する                    ２―――――１ 
10. 家族成員が家族のルールを守るように強制されることはあまりない        ２―――――１ 
11. 家で過ごす時は面白く感じる                         ２―――――１ 
12. 家に居る時に言いたいことがあれば何でも言える                ２―――――１ 
13. 家族全員は互いに怒りは表現しない                      ２―――――１ 
14. 我が家では個人が自立心を持てるように努める                 ２―――――１ 
15. 明るい将来の為、家族全員が力を尽くす                    ２―――――１ 
16. あまり外の講座を聞いたり、映画を見に行ったり、 
博物館の展示会を見に行ったりはしない                    ２―――――１ 
17. 我が家では時々 友人の家へ尋ねて一緒に食事する                ２―――――１ 
18. 我が家では何かをするとき、社会的習慣に従うべきだと思っている        ２―――――１ 
19. 我が家では家中をいつもきちんと片付けている                 ２―――――１ 
20. 我が家では家族で決めた生活リズムや家庭内のルールはあまりない        ２―――――１ 
21. 我が家では皆喜んで家事をする                        ２―――――１ 
22. 我が家で悩みを打ちあけることは嫌われている                 ２―――――１ 
23. 我が家では怒ったとき物を投げたりする人がいる                ２―――――１ 
24. 家の人は皆それぞれ自分なりに物事を考える                  ２―――――１ 
25. 生活レベルをアップすることが何より大事だと家族全員が思っている       ２―――――１ 
26. 新しい知識を身に付けることが何より大事だと家族全員が思っている       ２―――――１ 
27. 我が家ではスポーツクラブなどに参加している人がいない            ２―――――１ 
28. 家族全員はよく近所の年寄りや体の不自由の人の面倒を見ている         ２―――――１ 
29. 我が家では使いたい物が見つからないことが時 あ々る              ２―――――１ 
30. 我が家では食事時間と就寝時間はいつも変わらない               ２―――――１ 
31. 我が家ではいつも和やかな雰囲気が漂う                    ２―――――１ 
32. 我が家では誰でも自分の悩みや困ったことを気軽に打ち明ける          ２―――――１ 




                                                                
34. 我が家では誰も気楽に外出する                        ２―――――１ 
35. どんな状況においても競争し合うことは良いことだと皆が意識している      ２―――――１ 
36. 我が家では文化的活動に関心があまりない                   ２―――――１ 
37. 我が家ではよく映画を見に行ったり、スポーツ試合を観戦したり、旅行したりする ２―――――１ 
38. 我が家では人に心づけすることなどは一つの行為として認めている        ２―――――１ 
39. 我が家では約束した時間を守ることは大事だと思っている            ２―――――１ 
40. 家ではどんなことも決められたルールで行動する                ２―――――１ 
41. 我が家では問題が起きた時自分から対処しようとする人はいない         ２―――――１                      
42. 我が家では皆互いに自分の感情を自由に表す                  ２―――――１ 
43. 我が家ではよくお互いに責めたり批判したりする                ２―――――１ 
44. 我が家には皆自己中心的で他人の意見を参考にしたり考慮したりしない      ２―――――１ 
45. 我が家では物事をうまく進めるために自己反省を重視している          ２―――――１ 
46. 我が家では科学についてはあまり議論したり検討したりしない          ２―――――１ 
47. 家の人は皆いくつかの趣味を持っている                    ２―――――１ 
48. 我が家では子供は親の説教をうけいれなくてはならないと思っている       ２―――――１ 
49. 我が家ではよく計画やプランを変更する                    ２―――――１ 
50. 我が家ではルールや決めた生活リズムはきちんと守るよう言われる        ２―――――１ 
51. 我が家は皆支えあっている                          ２―――――１ 
52. 我が家では家のことに文句を言ったらすぐ不愉快になったりする         ２―――――１ 
53. 我が家はたまに喧嘩する                           ２―――――１ 
54. 困ったことがあったら家族の助けを頼りにする                 ２―――――１ 
55. 我が家は昇進することや成績のことをあまり気にしない             ２―――――１ 
56. 家族に楽器を趣味にしているが人いる                     ２―――――１ 
57. 我が家では仕事や学校以外には娯楽活動をあまりしない             ２―――――１ 
58. 我が家では皆自ら生活環境や公衆衛生に気をつけている             ２―――――１ 
59. 家族全員は自分の部屋をきちんと整理する                   ２―――――１ 
60. 我が家ではほかの成員に相談しなくても、夜間外出は自由にできる        ２―――――１ 
61. 我が家には家族という概念はあまりない                    ２―――――１ 
62. 家計について家族皆で気軽に話し合える                    ２―――――１ 
63. 家族内に意見が一致しないときに、直接ぶつからないように皆はおだやかに話し合う２―――――１ 
64. 我が家は自分の問題は自分で解決するように言われる              ２―――――１ 
65. 我が家はいろいろな面で成果を挙げることに関心があまり            ２―――――１ 
66. 家族はよく図書館に行く                           ２―――――１ 
67. 我が家では自分たちの趣味や好きなことについてはいろいろ調べたりする     ２―――――１ 
68. 道徳に従って物事をしなければならないと皆が思っている            ２―――――１ 
69. 家の中では誰が何をすべきか役割ははっきり分けている             ２―――――１ 
70. 我が家では厳しいルールがない                        ２―――――１ 
71. 我が家ではみないつも仲よくしている                     ２―――――１ 
72. 我が家ではお互いに傷つけないように気をつけて話し合う            ２―――――１ 
73. 我が家では家族成員の間に、相手を打ち負かしたいという気持ちがある      ２―――――１ 
74. 家族成員が自分勝手に行動することで他の家族を傷つけてしまうことがある    ２―――――１ 
75. 家族は苦労した後の幸せは本当の幸せだと思っている              ２―――――１ 
76. 我が家では本を読むよりテレビを見る方が大事だと思っている          ２―――――１ 
77. 我が家では暇な時に家庭外の社交によく参加する                ２―――――１ 
78. どんな事があっても、離婚は道徳なことではないと家族は思っている       ２―――――１ 
79. 我が家は金を計画的に使っていない                      ２―――――１ 
80. 我が家では生活リズムやルールは変えられないものだ              ２―――――１ 
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81. 我が家ではそれぞれの成員が家族からいつも十分な愛情をもらっている     ２―――――１ 
82. 我が家では皆いつも自発的に、デリケートな問題について話し合う       ２―――――１ 
83. 我が家では不一致があったとき議論することが時々 ある            ２―――――１ 
84. 我が家では自由に行動するように言われる                  ２―――――１ 
85. 我が家では誰が勉強ができるかなど良く比べる                ２―――――１ 
86. 我が家では皆音楽や芸術、文学が好きだ                   ２―――――１ 
87. 我が家の娯楽の仕方は外出ことではなく、テレビを見たり、 
ラジオを聴いたりすることである                      ２―――――１ 
88. 生活レベルをアップすることが道徳を守ることよりも大事だと家族は思っている ２―――――１ 
89. 我が家では食事した後、すぐ誰かが皿洗いしなければならない         ２―――――１ 
































您的年龄：     岁 
 
您的性别：     
 
您的年级：        
 
一 此问题用于了解您对您的家庭氛围的看法。请您仔细阅读，在以下 5 种程度中选择符合您
自己的程度。请在您选择的程度上画○。5 种程度分别是：1=非常不符合 2=比较不符合 3=
不确定符不符合 4=比较符合 5=非常符合 
                                                                       
 
 
                                                                        不 
                                                                        确  
                                                                        定       比       非 
                                                      非       比       符       较      常 
                                                      常       较       不       不       不 
                                                      符       符       符       符       符 
                                                      合       合       合       合       合 
1. 活动的                                    ５―――４―――３―――２―――１ 
2. 沉着冷静的                                ５―――４―――３―――２―――１ 
3. 开放的                                   ５―――４―――３―――２―――１ 
4. 乐观的                                    ５―――４―――３―――２―――１ 
5. 大方的                                    ５―――４―――３―――２―――１ 
6. 丰富多彩的                                ５―――４―――３―――２―――１ 
7. 安定的                                   ５―――４―――３―――２―――１ 
8. 感觉幸福                                  ５―――４―――３―――２―――１ 
9. 独立性强的                                ５―――４―――３―――２―――１ 
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                                                                        不 
                                                                        确  
                                                                        定       比       非 
                                                      非       比       符       较      常 
                                                      常       较       不       不       不 
                                                      符       符       符       符       符 
                                                      合       合       合       合       合 
10. 值得信赖的                                ５―――４―――３―――２―――１ 
11. 积极的                                    ５―――４―――３―――２―――１ 
12. 有趣的                                    ５―――４―――３―――２―――１ 
13. 想得开的                                  ５―――４―――３―――２―――１ 
14. 有魅力的                                  ５―――４―――３―――２―――１ 
15. 关系亲近的                                ５―――４―――３―――２―――１ 
16. 健康的                                    ５―――４―――３―――２―――１ 
17. 有一贯性的                                ５―――４―――３―――２―――１ 
18. 有意义的                                  ５―――４―――３―――２―――１ 
19. 宽宏大量的                                ５―――４―――３―――２―――１ 
20. 井井有条的                                ５―――４―――３―――２―――１ 
21. 有干劲的                                  ５―――４―――３―――２―――１ 
22. 柔软的                                    ５―――４―――３―――２―――１ 
23. 富于变化的                                ５―――４―――３―――２―――１ 
24. 知足的                                    ５―――４―――３―――２―――１ 
25. 自由的                                    ５―――４―――３―――２―――１ 














                                                                                       
                                                                                       是        否 
1. 我们家庭成员都总是互相给予最大的帮助和支持。                                       ２―――――１ 
2. 家庭成员总是把自己的感情藏在心里，不向其他家庭成员透露。                           ２―――――１ 
3. 家中经常吵架。                                                                     ２―――――１ 
4. 在家中我们很少自己单独活动。                                                       ２―――――１ 
5. 家庭成员无论做什么事情都是尽力而为的。                                             ２―――――１ 
6. 我们家经常谈论政治和社会问题。                                                     ２―――――１ 
7. 大多数周末和晚上家庭成员都是在家中度过，而不外出参加社交和娱乐活动。               ２―――――１ 
8. 我们都认为不管有多大困难，子女应该首先满足老人的各种需求。                         ２―――――１ 
9. 家中较大的活动都是经过仔细安排的。                                                 ２―――――１ 
10. 家里人很少强求其他家庭成员遵守家规。                                               ２―――――１ 
11. 在家里我们感到很无聊。                                                             ２―――――１ 
12. 在家里我们想说什么就可以说什么。                                                   ２―――――１ 
13. 家庭成员彼此之间很少公开发怒。                                                     ２―――――１ 
14. 我们都非常鼓励家里人具有独立精神。                                                 ２―――――１ 
15. 为了有好的前途，家庭成员都花了几乎所有的精力。                                     ２―――――１ 
16. 我们很少外出听讲座、看电影或去博物馆以及看展览。                                   ２―――――１ 
17. 家庭成员常外出到朋友家去玩并在一起吃饭。                                           ２―――――１ 
18. 家庭成员都认为做事应顺应社会风气。                                                 ２―――――１ 
19. 一般来说，我们大家都注意把家收拾得井井有条。                                       ２―――――１ 
20. 家中很少有固定的生活规律和家规。                                                   ２―――――１ 
21. 家庭成员愿意花很大的精力做家里的事。                                               ２―――――１ 
22. 在家中诉苦很容易使家人厌烦。                                                       ２―――――１ 
23. 有时家庭成员发怒时摔东西。                                                         ２―――――１ 
24. 家庭成员都独立思考问题。                                                           ２―――――１ 
25. 家庭成员都认为使生活水平提高比其他任何事情都重要。                                 ２―――――１ 
26. 我们都认为学会新的知识比其他任何事都重要。                                         ２―――――１ 
27. 家中没人参加各种体育活动。                                                         ２―――――１ 
28. 家庭成员在生活上经常帮助周围的老年人和残疾人。                                     ２―――――１ 
29. 在我们家里，当需要用某些东西时却常常找不到。                                       ２―――――１ 
30. 在我们家吃饭和睡觉的时间都是一成不变的。                                           ２―――――１ 
31. 在我们家里有一种和谐一致的气氛。                                                   ２―――――１ 
32. 家中每一个人都可以诉说自己的困难和烦恼。                                           ２―――――１ 
33. 家庭成员之间极少发脾气。                                                           ２―――――１ 
34. 我们家的每个人的出入是完全自由的。                                                 ２―――――１ 
35. 我们都相信在任何情况下竞争是好事。                                                 ２―――――１ 
36. 我们对文化活动不那么感兴趣。                                                       ２―――――１ 
37. 我们常看电影或体育比赛、外出郊游等。                                               ２―――――１ 
38. 我们认为行贿受贿是一种可以接受的现象。                                             ２―――――１ 
39. 在我们家很重视做事要准时。                                                         ２―――――１ 
40. 我们家做任何事都有固定的方式。                                                     ２―――――１ 
41. 家里有事时很少有人自愿去做。                                                       ２―――――１ 
42. 家庭成员经常公开地表达相互之间的感情。                                             ２―――――１ 
43. 家庭成员之间常互相责备和批评。                                                     ２―――――１ 











                                           是        否 
1. 我们总是不断反省自己，强迫自己尽力把事情做得一次比一次好。                         ２―――――１ 
2. 我们很少讨论有关科技知识方面的问题。                                               ２―――――１ 
3. 我们家每个人都对 1～2项娱乐活动特别感兴趣。                                        ２―――――１ 
4. 我们认为无论怎么样，晚辈都应该接受长辈的劝导。                                     ２―――――１ 
5. 我们家的人常常改变他们的计划。                                                     ２―――――１ 
6. 我们家非常强调要遵守固定的生活规律和家规。                                         ２―――――１ 
7. 家庭成员都总是衷心地互相支持。                                                     ２―――――１ 
8. 如果在家里说出对家事的不满，会有人觉得不舒服。                                     ２―――――１ 
9. 家庭成员有时互相打架。                                                             ２―――――１ 
10. 家庭成员都依赖家人的帮助去解决他们遇到的困难。                                     ２―――――１ 
11. 家庭成员不太关心职务升级、学习成绩等问题。                                         ２―――――１ 
12. 家中有人玩乐器。                                                                   ２―――――１ 
13. 家庭成员除工作学习外，不常进行娱乐活动。                                           ２―――――１ 
14. 家庭成员都自愿维护公共环境卫生。                                                   ２―――――１ 
15. 家庭成员认真地保持自己房间的整洁。                                                 ２―――――１ 
16. 家庭成员夜间可以随意外出，不必事先与家人商量。                                     ２―――――１ 
17. 我们家的集体精神很少。                                                             ２―――――１ 
18. 我们家里可以公开地谈论家里的经济问题。                                             ２―――――１ 
19. 家庭成员的意见产生分歧时，我们都一直回避它，以保持和气。                           ２―――――１ 
20. 家庭成员希望家里人独立解决问题。                                                   ２―――――１ 
21. 我们家里人对获得成就并不那么积极。                                                 ２―――――１ 
22. 家庭成员常去图书馆。                                                               ２―――――１ 
23. 家庭成员有时按个人爱好或兴趣参加娱乐性学习。                                       ２―――――１ 
24. 家庭成员都 认为要死守道德教条去办事。                                              ２―――――１ 
25. 在我们家每个人的分工是明确的。                                                     ２―――――１ 
26. 在我们家没有严格的规则来约束我们。                                                 ２―――――１ 
27. 家庭成员彼此之间都一直合得来。                                                     ２―――――１ 
28. 家庭成员之间讲话时都很注意避免伤害对方的感情。                                     ２―――――１ 
29. 家庭成员常彼此想胜过对方。                                                         ２―――――１ 
30. 如果家庭成员经常独自活动，会伤家里其他人的感情。                                   ２―――――１ 
31. 先工作后享受是我们家的老习惯。                                                     ２―――――１ 
32. 在我们家看电视比读书更重要。                                                       ２―――――１ 
33. 家庭成员常在业余时间参加家庭以外的社交活动。                                       ２―――――１ 
34. 我们认为无论怎么样，离婚是不道德的。                                               ２―――――１ 
35. 我们家花钱没有计划。                                                               ２―――――１ 
36. 我们家的生活规律或家规是不能改变的。                                               ２―――――１ 
37. 家庭的每个成员都一直得到充分的关心。                                               ２―――――１ 
38. 我们家经常自发地谈论家人很敏感的问题。                                             ２―――――１ 
39. 家人有矛盾时，有时会大声争吵。                                                     ２―――――１ 
40. 在我们家确实鼓励成员都自由活动。                                                   ２―――――１ 
41. 家庭成员常常与别人比较，看谁的学习工作好。                                         ２―――――１ 
42. 家庭成员很喜欢音乐、艺术和文学。                                                   ２―――――１ 
43. 我们娱乐活动的方式是看电视、听广播而不是外出活动。                                 ２―――――１ 
44. 我们认为提高家里的生活水平比严守道德标准还要重要。                                 ２―――――１ 
45. 我们家饭后必须立即有人去洗碗。                                                     ２―――――１ 
46. 在家里违反家规者会受到严厉的批评。                                                 ２―――――１ 
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ご名前        
 
















































一回の調査はおよそ 1 時間〜1 時間半がかかるはずですが、データを多く得る必要がありますた







 お名前：                                                 
 ご連絡方法：                                      
 ご希望日程：  
 
1.    月    日     時       分から      時      分まで  
2.    月    日     時       分から      時      分まで  
3.    月    日     時       分から      時      分まで  
4.    月    日     時       分から      時      分まで  
5.    月    日     時       分から      時      分まで  
6.    月    日     時       分から      時      分まで  
7.    月    日     時       分から      時      分まで  
8.    月    日     時       分から      時      分まで  
9.    月    日     時       分から      時      分まで  
10.    月    日     時       分から      時      分まで  
 

































   年  月  日（  ） 
 































  再次衷心感谢您对本调查的大力协助！ 
 
 
 
 
 
 
